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   A case of squamous cell carcinoma of the left renal pelvis associated with chronic renal failure on 
hemodialysis i  reported. The patient, a 59-year-old man, had undergone bilateral nephrolithotomy, 
in 1966, followed by right ureterolithotomy and bilateral percutaneous nephrolithotripsy, but residual 
stones existed. He suffered from left flak pain and fever, and computed tomography (CT) and 
magnetic resonance imaging (MRI) revealed left perirenal abscess in July 1994. Percutaneous 
drainage and antibacterial chemotherapy were performed, but his symptoms did not improve. Three 
months later, CT and MRI revealed a mass in the left perirenal space and destruction of the 12th 
thoracic vertebra, which were considered to be infectious changes. On November 9, 1994, left 
nephrectomy was performed. Histopathological diagnosis was moderately differentiated squamous 
cell carcinoma, grade 2, INF-y, pT4,  pRl, pLO and  pVl. In spite of irradiation therapy, he died on 
January 19, 1995. 
                                             (Acta Urol. Jpn.  42: 451-455, 1996) 















皮 的腎砕石術 が施行 されたが,完 全 には摘 出で きな
かった.1989年頃 より出現 した腎機能低下が増悪 して
きたため,1994年5月に血液透析 のための内シ ャン ト
造設術が他 院で施行 された.し か し,直 後 にシ ャント
部が閉塞 したため,再 手術 を目的に1994年6月20日当
科 に入院 した.







尿;混 濁,蛋 白(+),糖(一),赤 血球O～1/hpf,
白血球40～60/hp£細菌培養;尿 培養 陰性,左 側腹 部
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の皮下膿瘍 から腸球菌お よび表皮 ブ ドウ球菌.
臨床経過:6月22日に右 タバコ窩 に内シャン ト造設
術 を施行 したが,十 分 な血流が えられず,7月18日左
肘窩 に内 シャントを造設 し,維 持透析に移行 した.
手術 痕部 の皮下腫 瘍 はCTお よびMRIに て左 腎
下極に達す る腎周囲膿 瘍 と考 え られ(Fig。1),7月ll
日左腎周囲膿瘍 に対 して超音波 ガイ ド下に ドレーンを
造設 した,し か し,排 膿 は消失せず,発 熱 も持続する
た め,9月29日 にCT,9月30日 にMRIを 再 度施行
した ところ,第1腰 椎左側 に骨への浸潤 を疑 わせる腫
瘤 が認 め られた(Fig.2).同部 をlo月5日 にCTガ
イ ド下 に穿刺 し,え られた内容液の細胞診はclassII
であ った.最 終的には腎周囲膿瘍が第1腰 椎 にまで直
接波及 した状態であると判断 し,11月9日 に手術 を施
行 した.
手術所見:膿 瘍 と考え られた部分 には,充 実性腫瘍
が存在 し,迅 速病理診 断にて扁平上皮癌 で あったた
め,左 腎摘除術 および周囲の肉芽様組織の可及的切 除
を行い,手 術 を終 えた.
摘出標本:腎 孟 内には結石が存在 し,腫 瘍 は左 腎下
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G2,INFγ,pT4,pRl,pLO,pVlで あ っ た(Fig.
4).




症 状 症例数 %
腎 孟 尿 管 腫 瘍 の 中 で,扁 平 上 皮 癌 は2.6%1)～
4.3%2)と報告 されている.尿 路 移行上皮 は防禦機構
が弱い とされ3),長期 間の結石の存在 や,そ れ による
尿流の停滞 ・感染 などの慢性炎症刺激が加 わると,防
御能 の強 い角化 扁平上皮 へ の化 生が起 こ り4),さら
に,扁 平上皮化生か ら扁平上皮癌へ と発展 してい く5》
と考 えられ ている.本 邦 では山根 ら6)によって150例
が集計 され,そ の後の20例(Table1)を加 えた170例
につ いて臨床的検討 を行 った.
男性 に多 く(168例中132例,78.6%),発症年齢 は
28歳か ら86歳にわ た り,50--69歳が168例中96例
(57.1%)を占めていた.
本症 に特徴的 な症状 はない.記 載のあ った157例に
ついてみ ると(Table2),単独症状 としては疹痛が67
例(42.7%)と最 も多 く,重 複 した症状 を加 えると97
例(61.8%)にみ られた.一 方,腎 孟尿管移行上皮腫
瘍で最 も高頻度にみられる血尿は37例(23.6%)で,
重複症例 を加えて も61例(38。9%)であ った.尿 路結
石合併症例 は157例中71例(45,2%)で,痙痛 は結石
自体のあるいは結石 による尿路閉塞症状や続発性 炎症
症状 として出現 している可能性がある.ま た,腎 孟移
行上皮腫瘍 に比 し低い血尿の出現率 は,腫 瘍の発育様
式に よるものであ り,扁 平上皮癌 は非乳頭状で腎実質
に向かい浸潤性 に発育 しやすい7)ためである.
従って術前診断が腎孟腫瘍あるいは腎孟尿管腫瘍 と
された もの は,19.5%(149例中29例)に す ぎず,
38.3%(57例)が腎結石,27.5%(41例)が腎腫瘍 と
診 断 され て いた.最 近 の20例(Table1)ではll例
(55%)が腎孟 あるいは腎孟尿管腫瘍 と術前診断 され
てお り,近 年の画像診断の進歩 によるものであろ う.
しか し,腎 孟扁平上皮癌 と術前診断 された症例 は きわ
めて少ない.
治療 は167例中1・ro例(83.8%)に腎摘 出術 や腎尿管
全摘術 などが行 われている.補 助療法 としては放射線
療法 と抗癌化学療法 の併用8'lo)あるいは抗癌化学療法
が 単独1Dに行 わ れて い る.し か し,い まだ有 効 な
regimenの確立 には至 っていない.
予後 は不良で,59.1%(88例中52例)が術後6カ 月
以内 に,70,5%(62例)が1年 以内 に死亡 して いた
(Table3).予後不 良の原 因は,結 石 ・炎症 な どの存
在 によ り腫瘍の存在 が隠蔽 されるため早期診断が困難






痙 痛 ・腫 瘤8(6)5」
血尿 ・腫 瘤2(2)1.3























組織診断 を含 めた診断法 として,尿 細胞診の有用性
が指摘 され ている11'13)さらに近年,扁 平 上皮癌 の
腫瘍 マー カーであ る血清SCC(squamouscellcarci-
nomarelatedantigen)が本症 で も診断 のみ な らず病
勢 判定 の指標 として有 用 であ った とす る報 告6)もあ
る.自 験例 では術前測定 がなされていなか ったのでそ
の有用性 を論 じるこ とはで きないが,術 後35日目に
22.5ng/ml(正常 値2.Ong/ml以下),47日 目 に
26.8ng/mlと高値 かつ漸増 していた.長 期 間尿 路結
石 を有する患者 には,腎 孟扁平上皮癌合併 のス クリー
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